




女性指導者に対して実施したアンケート調査において、競技スポーツを継続していく上で妨げとなるも
のについて質問をしたところ、「出産」「家族の理解」（100％）、「結婚」「育児」（83％）と女性アスリート同様
に女性のライフイベントとの両立が最も難しいと感じていることが分かった。（グラフ⑤）特に、出産による
体の変化や授乳などによる不安定な生活リズムのため、出産後の心身の両面に対するサポート体制が整っ
ていなければ競技との両立は難しい。女性アスリートの回答では、「家族の理解」が33％と少ない傾向に
あったが、女性指導者の回答では100％と高かった。今回の調査対象となった指導者からのヒヤリング調
査から、「現役時代に結婚や出産などと競技を両立するのは特に難しいと思い、競技引退後に結婚をした。
家族の理解が必要だと現在の生活から実感している」という意見があった。
女性指導者育成に必要な支援を質問したと

ころ、最も多かったのが「指導する機会・環境」
「子育て支援」（66％）、次に「勉強や学びの機
会」「家事への支援」「資格や学位の取得」
（50％）という結果であった。
女性指導者に「女性指導者の強み」につい

て聞いたところ、「異性アスリートへの対応力」
「女性パラアスリートへの対応力」「女性アス
リートへの対応力」と回答していた。女性指導
者は「女性の視点・心身の理解・実践力」の面
で、女性アスリートに対して同性としての心身
を理解した対応力は最も大きな強みであると
考えられる。






